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１ 大学進学と人口流出

• 県内高校からの大学等進学者約３千人のうち、県内に留まるのは約６００人

• 県内の受け皿は約２千人で、約１千人が不足している状況
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大学等への入学状況（Ｈ29年度）

島根県内の高等学校

進学 3,100人

島根県内の大学・短大

入学 1,749人

県内へ
552人

県外へ ２,548人

県外から 1,197人

①広島県 538人

②岡山県 314人

③大阪府 282人

④兵庫県 194人

⑤東京都 178人

その他 1,042人

①広島県 225人

②鳥取県 176人

③岡山県 135人

④兵庫県 112人

⑤愛媛県 52人

その他 497人

資料：学校基本調査（文部科学省） 大学、短期大学の計（Ｈ29年度入学者ベース）



２ 地方大学等と連携した産業振興

• 地方大学等による県内企業への技術支援や人材育成の充実が重要

• 地方大学等では専門分野が限られており、その体制の整備が課題
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地方の高校

地方の大学等 都市部の大学等

都市部の大企業地元の企業

地方大学等と連携した産業振興

地方の高校

地方の大学等 都市部の大学等

都市部の大企業地元の企業

技術支援

人材育成



（事例１）特殊鋼産業クラスター高度化の推進

• 県東部の安来市周辺には特殊鋼関連企業が集積

• 産学官が連携して、航空機産業等への進出を支援
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島根特殊鋼関連産業振興協議会（平成23年８月設立）
【目 的】たたら技術を伝承する製鋼業・金属加工業を核とした特殊鋼関連産業の集積・拠点化の推進による地域産業の

活性化

【構成団体】民間企業１０社（日立金属グループ３社、SUSANOOグループ７社＝特殊鋼技術を中核に航空機産業を目指す
グループ）、商工団体、島根大学、松江高専、金融機関、安来市、松江市、しまね産業振興財団、島根県

行政（県・市）
①企業の研究開発支援

・研究開発助成金
②販路拡大

・各種展示会・商談会への出展支援
③人材育成（技術力向上）・確保
・産業技術センターによる技術指導
・教育機関との連携による人材育成・確保

産業界（日立金属・SUSANOO）
①航空機産業参入・事業拡大に向けた設備投資
・日立金属

H27.5 ＣＶＴベルト材増産に向け、
24トン（日本最大級）真空誘導溶解炉稼働

H29年度 １万トン自由鍛造プレス稼働（予定）
・ＳＵＳＡＮＯＯグループ７社

H25～ 事業拡大のための工場増設
②教育機関との連携による技術研究・開発

島根大学・松江高専

（島根大学）
・H29.10～ 関係学会事業の開催による専門知見の提供
・H30.4 「物理・マテリアル工学科」新設による人材育成

（松江高専）
・H26～ ３～５年生を対象に特殊鋼関係の講義を開催

（島根大学）
・H21 日立金属㈱との包括提携締結
・H27 日立金属㈱冶金研究所との技術交流会
・H28 ㈱キグチテクニクスとの包括提携締結

（松江高専）
・H29 日立金属㈱冶金研究所との共同研究開始



（事例２）Rubyを軸としたソフト系IT産業の振興

• 県内にはソフト系ＩＴ産業が一定の規模をもって集積

• 産学官が連携し、プログラミング言語Rubyの活用を推進
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県・市・産業界主導

平成20年度〜：学生Ruby合宿
・県が開催し、5日間でRubyを学び、アプリを開発
・県内企業との交流の場も提供

平成27年度：しまねソフト研究開発センター（ITOC）設立

平成28年度：アプリシステム開発合宿
・松江市内のコミュニティが主催。県が開催支援
・松江市内のイベントで利用されるアプリシステムを
県内企業と学生が連携し、ハッカソン形式で開発

平成29年度：VR・ゲームエンジン「Unity」勉強会
・県内企業エンジニア等で構成される複数のコミュニティ
が主催

・Unityを使ったVRコンテンツ開発の勉強会を実施

島根大学主導

平成19年度〜：Ruby講座
・松江市の寄付講座として実施
・平成24年度からは、実践的な講義内容に産業界が講師
派遣で協力。

平成28年度〜：IoT関係講座（mrubyプログラミング）
・mrubyを用いた組込みシステムの実践的な開発演習等
を実施。

共同した取組み

平成28年度：機械学習勉強会、センサーネットワーク技術分野での連携

平成28年度〜：学生・企業交流会の開催



３ 地方への学生の定着

• 学生に地方での暮らしや地元企業の魅力を伝えていくことが重要

• 都市部の大学等との連携など、効果的な働きかけになるよう工夫が必要
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地方の高校

地方の大学等 都市部の大学等

都市部の大企業地元の企業

学生へのアプローチ

地方の高校

地方の大学等 都市部の大学等

都市部の大企業地元の企業

効果的な働きかけ



（事例）学生が地元・企業を知る機会の充実

• 島根大学などでは、学生の地元就職に向け企業・行政・団体と連携

• 地元情報の提供やインターンシップの推進など、人材育成・定着事業を実施
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しまね協働教育パートナーシップ
企業・ＮＰＯ・行政・大学研究室等さまざまな立場
の人が一堂に会し、魅力を発信するイベントを開催
（平成２９年度は２０９ブースを設け、約１２００
名の若者を含む約２２００名が参加）

企業・行政・団体が、研修等を通して、魅力ある
インターンシップの開発や、人材育成のための教
育力の向上を検討

しまね大交流会

・学生が地元企業を知る

・大学の研究と企業のニーズとのマッチング

・多様な交流による就職機会の提供

・中小企業が安心して取り組めるインターン

シッププログラムを共同開発

・地域の就職と就職後のミスマッチ解消


